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演
目
の
内
容
、
言
葉
、

タ
イ
ト
ル
を
調
べ
る

●
落
語
の
梗
概
、
解
説
、
登
場
人
物
、
フ

レ
ー
ズ
を
知
る
「
演
目
事
典
」
、
落
語
に

出
て
く
る
言
葉
を
調
べ
る
「
用
語
事

典
」、若
旦
那
、
船
頭
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー

ド
か
ら
演
目
を
調
べ
る
「
キ
ー
ワ
ー
ド

索
引
」
か
ら
な
る
事
典
で
す
。

●
落
語
の
歴
史
、
落
語
を
楽
し
む
た
め
に

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
な
ど
、
解
説
付

き
。

古
典
か
ら
新
作
ま
で
対
応

●
古
典
落
語
だ
け
で
は
な
く
、
昭
和
か
ら

平
成
の
は
じ
め
く
ら
い
ま
で
に
作
ら
れ

よ
く
演
じ
ら
れ
て
い
る
新
作
落
語
、
東

京
で
頻
繁
に
聞
く
こ
と
の
で
き
る
一
部

上
方
落
語
を
あ
わ
せ
て
六
百
三
十
三
席

と
り
あ
げ
ま
し
た
。

初心者からマニアまで使える
ホール、TV、ラジオなどだけではなく
地域で落語会が開催されるなど
身近な存在となりつつある落語を

より楽しむための事典
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和
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い
な
だ
・
か
ず
ひ
ろ

東
京
都
品
川
区
出
身
。
日
本
大
学
芸

術
学
部
演
劇
学
科
卒
業
。
一
九
八
六

年
頃
よ
り
、
浪
曲
の
台
本
を
書
き
始

め
、
そ
の
後
、
落
語
、
講
談
な
ど
の

台
本
、
邦
楽
の
作
詞
な
ど
を
手
掛
け

る
よ
う
に
な
る
。
現
在
、
協
同
組
合

日
本
脚
本
家
連
盟
演
芸
部
副
部
長
、

文
京
学
院
大
学
外
国
語
学
部
非
常
勤

講
師（
芸
術
学
）。
演
芸
台
本
の
ほ
か
、

小
説
、
浅
草
喜
劇
の
脚
本
、
演
出
も

手
掛
け
る
。

主
な
著
書
に
「
女
の
厄
払
い
」（
祥
伝
社

／
二
〇
一
九
）
、
「
江
戸
落
語
で
知
る

四
季
の
ご
馳
走
」（
平
凡
社
／
二
〇
一

九
）、「
大
人
の
落
語
評
論
」（
彩
流
社

／
二
〇
一
四
）他
が
あ
る
。



【か】

蚊 →二十四孝　 96
会社 →妻の酒　 89
怪談 →年枝の怪談　 99
怪談噺 →お化け長屋　 52
 →〔別〕借家怪談（上方）　 52
 →二つ面　105
戒名 →万金丹　111
買い物 →壷算　 89
替え玉 →三国志　 72
臥煙 →火事息子　 55
案山子 →二人旅　 97
鏡 →松山鏡　111
賭け →そば清　 82
 →試し酒　 86
 →四人癖　120
駆け落ち →髪結新三　 57
 →〔別〕恋娘昔八丈　 57
掛け軸 →一目上がり　103
掛取り →掛取万歳　 55
駕籠  →紀州　 59
 →くも駕籠　 63
 →蔵前駕籠　 63
 →〔別〕住吉駕籠（上方）　 63
 →ちしゃ医者　 86
 →紋三郎稲荷　115

駕籠屋 →煙草の火　 85
 →ちきり伊勢屋　 86
傘 →相合傘　 39
 →〔別〕雨のち晴れ　 39
 →心中時雨傘　 79
火事 →〔別〕うそつき弥次郎　115
 →お七　 50
 →火事息子　 55
 →首提灯　 62
 →首ったけ　 62
 →さんま火事　 73
 →心中時雨傘　 79
 →富久　 93
 →ねずみ穴　 99
 →反魂香　102
 →〔別〕火の用心　 50
 →弥次郎　115
貸し本屋 →紙入れ　 57
 →干物箱　104
鍛冶屋 →紀州　 59
風邪 →うどん屋　 47
 →〔別〕風邪うどん（上方）　 47
 →風の神送り　 55
家族 →長い夜　 94
片想い →磯の鮑　 43
 →〔別〕わさび茶屋（上方）　 43
刀 →粟田口　 41

ん
に
育
て
ら
れ
た
。
嘉
吉
が
死
に
、
残
し
て
い
た
十
五
両
の
金
が
欲
し
い

常
吉
は
、
悪
い
仲
間
と
共
謀
し
、
お
せ
ん
を
騙
し
て
法
華
講
（
ほ
っ
け
こ

う
）
に
参
加
す
る
。
〔
解
説
〕
平
岩
弓
枝
（
作
）
、
八
代
目
林
家
正
蔵
（
口

演
）
の
新
作
の
人
情
噺
。
〈
登
〉
お
き
ん
、
お
せ
ん
、
旅
人
、
太
兵
衛
（
た

へ
え
）
、
常
吉
（
つ
ね
き
ち
）
、
蝮
の
千
吉
（
ま
む
し
の
せ
ん
き
ち
）
〈
キ
〉

風
車
、
継
母
、
身
延
（
み
の
ぶ
）

か
じ
か
ざ
わ
【
鰍
沢
】 

〔
長
短
〕
長

〔
梗
概
〕
身
延
参
詣
の
新
助
が
山
の
中
で
雪
に
降
ら
れ
る
。
た
ど
り
着
い

た
あ
ば
ら
家
に
は
、
妖
艶
な
女
が
い
た
。
〔
解
説
〕
三
遊
亭
圓
朝
が
三
題

噺
で
作
っ
た
。
現
在
で
も
よ
く
演
じ
ら
れ
て
い
る
人
情
噺
。
〈
登
〉
お
熊

（
お
く
ま
）
、
新
助
（
し
ん
す
け
）
、
伝
九
郎
（
で
ん
く
ろ
う
）
〈
フ
〉
亭
主

は
熊
の
膏
薬
売
り
。
ま
っ
た
く
、
亭
主
が
外
で
働
い
て
い
る
の
に
、
女
房

は
家
で
玉
子
酒
か
。
〈
キ
〉
種
ヶ
島
（
た
ね
が
し
ま
）
、
玉
子
酒
、
身
延
（
み

の
ぶ
）

か
じ
む
す
こ
【
火
事
息
子
】 

〔
長
短
〕
中

〔
梗
概
〕
神
田
三
河
町
の
質
屋
の
息
子
、
徳
は
火
事
が
好
き
で
、
火
消
し

に
な
り
た
い
と
家
を
出
て
行
く
。
数
年
後
、
近
所
で
火
事
が
あ
り
、
番
頭

が
蔵
の
目
塗
り
を
す
る
が
う
ま
く
ゆ
か
な
い
。
そ
こ
へ
一
人
の
臥
煙
（
が

え
ん
）
が
屋
根
を
飛
ん
で
現
わ
れ
る
。
〔
解
説
〕
六
代
目
三
遊
亭
圓
生
、

八
代
目
林
家
正
蔵
ら
が
演
じ
て
、
現
代
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
人
情
噺
。

臥
煙
は
定
火
消
し
の
人
足
、
町
火
消
し
と
違
い
町
人
に
は
嫌
わ
れ
者
だ
っ

た
。
〈
登
〉
父
親
、
徳
（
と
く
）
、
母
親
、
番
頭
、
丁
稚
、
手
代
〈
フ
〉
両

手
が
使
え
る
。
番
頭
さ
ん
、
折
れ
釘
に
ぶ
ら
さ
が
っ
て
い
ま
す
。
お
小
遣

い
は
い
く
ら
く
ら
い
捨
て
ま
し
ょ
う
か
。
〈
キ
〉
臥
煙
、
火
事
、
蔵

か
ぜ
の
か
み
お
く
り
【
風
の
神
送
り
】 

〔
長
短
〕
中

〔
梗
概
〕
風
邪
が
流
行
し
て
い
る
の
で
、
町
内
の
若
い
者
た
ち
が
「
風
の

神
送
り
」
を
や
る
こ
と
に
な
っ
た
。
〔
解
説
〕
上
方
落
語
。
東
京
で
は
、

八
代
目
林
家
正
蔵
が
演
じ
て
い
た
。
〈
登
〉
伊
勢
屋
（
い
せ
や
）
、
伊
丹
屋
（
い

た
み
や
）
、
尾
張
屋
（
お
わ
り
や
）
、
風
邪
の
神
様
、
薬
屋
、
町
内
の
若
い

◇
か
い
ろ
う
ど
う
け
つ
の
ち
ぎ
り【
偕
老
同
穴
の
契
り
】

（
慣
用
句
）一
緒
の
お
墓
に
入
る
約
束
。（
演
）「
た
ら
ち
ね
」

◇
か
え
り
ぐ
る
ま【
帰
り
車
】

（
用
語
）家
に
帰
る
途
中
の
車
。方
向
が
同
じ
な
ら
割
引
料
金
で
乗
せ

て
く
れ
た
。（
演
）「
代
り
目
」

◇
が
え
ん【
臥
煙
】

（
用
語
）定
火
消
し
配
下
の
火
消
し
人
足
。体
中
べ
た
彫
り
の
刺
青
で
、

頭
は
奴
銀
杏
、白
足
袋
に
切
り
た
て
の
六
尺
を
締
め
、さ
ら
し
の
腹
巻

に
屋
敷
の
法
被
。町
火
消
し
は
刺
し
子
を
着
る
が
、臥
煙
は
頭
巾
も
被

ら
ず
屋
敷
の
法
被
一
枚
で
消
火
に
当
た
る
ホ
ン
ト
の
命
知
ら
ず
の
男
た

ち
。た
だ
し
、任
務
は
江
戸
城
を
火
災
か
ら
守
る
こ
と
で
、町
屋
の
火

災
は
放
置
か
、む
し
ろ
破
壊
消
火
で
類
焼
防
止
の
た
め
容
赦
な
く
壊
し

た
の
で
、町
人
か
ら
は
嫌
わ
れ
た
。臥
煙
に
な
る
に
は
厳
し
い
条
件
が

あ
り
、一
．江
戸
っ
子
、二
．背
が
高
い
、三
．男
っ
ぷ
り
が
い
い
、

四
．色
白
、五
，腕
力
、こ
の
五
つ
の
条
件
が
揃
わ
な
い
と
採
用
さ
れ

な
い
。肝
心
の
力
が
五
番
目
で
、カ
ッ
コ
よ
さ
の
ほ
う
が
優
先
す
る
。

（
演
）「
火
事
息
子
」

◇
か
え
ん
だ
い
こ【
火
焔
太
鼓
】

（
文
学
・
演
劇
・
音
曲
）雅
楽
に
用
い
る
楽
器
。太
鼓
の
ま
わ
り
を
火

焔
の
装
飾
で
飾
っ
て
あ
る
も
の
。（
演
）「
火
焔
太
鼓
」

◇
か
お
し
ょ
う
ろ
ち
し
ん【
花
和
尚
魯
智
深
】

（
人
名
）「
水
滸
伝
」の
登
場
人
物
。豪
快
無
敵
の
破
戒
僧
。重
さ

六
十
四
斤
の
禅
杖
が
武
器
。（
演
）「
弥
次
郎
」

◇
か
お
の
う
ら
お
も
て
が
わ
か
ら
な
い【
顔
の
裏
表
が
わ
か
ら
な
い
】

（
慣
用
句
）不
細
工
。（
演
）「
妾
馬
」

『落語 演目・用語事典』　内容見本

「キーワード索引」より

「演目事典」より

「用語事典」より


